Association of a functional polymorphism in the 3\u27 untranslated region of SPI1 with systemic lupus erythematosus by 氷上 光輝
Association of a functional polymorphism in
the 3' untranslated region of SPI1 with
systemic lupus erythematosus
著者 氷上 光輝
内容記述 Thesis (Ph. D. in Medical
Sciences)--University of Tsukuba, (A), no.
5845, 2011.3.25
Includes supplementary treatises





















Association of a functional polymorphism in the 3' untranslated 





























SLEとの関連が検出された 3'非翻訳領域 (untranslatedregion， UTR)に位置する SNPrs1057233遺伝子型
とSPI遺伝子発現との関連を、 GENEVARデータベース (http://www.sanger.ac.uklhumgen/genevar/)を用いて





一次スクリーニングの結果、 SPI遺伝子のイントロン 2に位置する SNPrs4752829に有意な関連が検出さ
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れた。そこで、 SPl遺伝子を候補遺伝子と考え、 7偲所の SNPについて関連研究を施行したところ、イント
ロン 2に存在する SNPrsl0769258とrs4752829について、SLEとの有意な関連が認められた(オッズ比 [OR]








本研究により、 SPIl発現量の増加と関連する 3'UTRSNP rs1057233Tが、 SLEの疾患感受性と関連するこ
とが初めて見出された。この SNPがSPIl発現に影響する分子機構として、リスクアリルにおける miR-569








本研究は SPIl遺伝子を有力な SLE感受性遺伝子と考え、 SLEとの関連を詳細に解析したものである。
SPIl遺伝子3'非翻訳領域に存在する SNPrsl057233が、 SPIl遺伝子の発現と相関し、日本人集団において
SLE感受性と関連することを明らかにした。今後、他集毘で結果の追認、機能的な解析などを介して、 SLE
の発症メカニズムの解明に向けた知見に発展することが期待される。
著者は博士(涯学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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